石津川水系河川整備計画（原案）（地震・津波対策部分の抜粋）
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1. 治水の現状と課題
河口部では、伊勢湾台風級の台風が大阪湾に室戸台風（昭和9年9月）と同じ経路を通って満潮時に来襲したことを想定した高潮にも対応できる堤防が完成しています。一方、平成20年度に実施した耐震機能照査の結果、上町断層等の直下型地震を受けても河川の平常時の最高水位で沿川が浸水することはありませんが、近い将来に発生が予測されている東南海・南海地震等の海溝型地震に伴う津波に対する安全性が確保されていないため、平成21年3月に策定した大阪府都市整備部地震防災アクションプログラムに基づき地震・津波対策を実施しています。さらに、東日本大震災を踏まえた南海トラフ巨大地震並びに津波に対する照査を実施し、その結果を受けた対策を行う必要があります。
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第４節　河川整備計画の目標
1. 洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減に関する目標
(2)地震・津波対策
河口部の護岸・堤防等は、今後近い将来に発生が懸念されている東南海・南海地震及び南海トラフ巨大地震を対象とした地震・津波対策を行います。
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第2章
河川整備の実施に関する事項
第1節 　河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要
2. 地震・津波対策
従来の東南海・南海地震等の海溝型地震を対象とした護岸・堤防等の耐震補強を行い、被災した際にも、施設計画上の津波による浸水被害を生じさせないよう努めます。
さらに、東日本大震災を踏まえた南海トラフ巨大地震に対する照査を実施し、その結果を受けて、必要な対策を行います。
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